
約二重工ノ、羽

喜藤実
と
指
摘
。
空

…
の
予
防
策
と

一
運
用
を
あ
ら

…
す
制
度
と
し

家
族
信
託
」

…
え
た
。
こ
れ

作
市
長
は
「
家

日
市
の
空
き
家

F

か
り
と
位
置

談
員
か
ら
家

. 'ij 

平山議員

~:芸'お話 士宮、伊~t." 句、
おb

J 
'.' か

ら
感
謝
状

り
れ
た
【
写

/
ル
lプ
は
2

臼
年
に
結
成
。

同
施
設
の
窓

‘
草
刈
り
を
は

年
1
回
開
催

中
「
き
き
ょ
う

一テ
ン
ト
張
り

準
備
、
片
付

ゼ
行
っ
て
き

こ
美
理
事

，年
に
わ
た

涯
を
し
て

S
P
S認
証
制
度
を

大
阪
府
議
会
で
藤
村
議
員

て
、
積
極
的
に
府
内
の
学
校
に

推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と
訴

え
た
。こ
れ
に
対
し
、
向
井
正
博
教

育
長
は
「
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
よ
り
多
く
の
学
校
が
S
P

S
認
証
制
度
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
む
」
と
明
言
。
認
証
に
意

欲
の
あ
る
学
校
に
国
庫
事
業
を

活
用
し
、
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
す
る
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
、
藤
村
議
員
は
薬
物
依

存
症
対
策
の
充
実
を
主
張
。
府

は
今
年
度
、
医
療
機
関
や
当
事

者
団
体
、
保
護
観
察
所
な
ど
が

連
携
し
た
脱
依
存
症
の
支
援
組

織
「
ア
デ
ィ
ク
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ

ー
」
を
全
国
で
初
め
て
開
設
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

利
円
&
巾
立
山
妻
宅
医
『
f
q

戸
き
た
」
と

主
張
。
門
川
市
長
は
、
家
計
相

談
も
積
極
的
に
支
援
プ
ラ
ン
に

盛
り
込
む
な
ど
、
質
の
高
い
支

援
を
行
う
考
え
を
表
明
し
た
。

青
野
仁
志
議
員
は
、
子
ど
も

学

校

の

安
全
対
策

音田議員

藤
村
昌
隆
議
員
は
近
年
、
学

校
や
周
辺
地
域
に
お
い
て
児
童

.
生
徒
が
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し

い
事
件
、
事
故
、
災
害
が
起
き

て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
の
学
校
の
取

り
組
み
と
し
て
、
大
阪
教
育
大

青野議員

学
学
校
危
機
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
提
唱
す
る
「
S

P
S
(セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
)
認
証
制
度
」

に
言
及
し
、
「
大
教
大
付
属
池

田
小
学
校
事
件
を
教
訓
に
、
開

発
が
進
む
画
期
的
な
認
証
制
度

で
あ
り
、
府
教
育
委
員
会
と
し

藤村議員

先城議員

先
城
憲
尚
議
員
は
、
団
塊
の

世
代
が
百
歳
を
迎
え
る
2
0
2

5
年
に
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

医
療
を
提
供
す
る
の
か
を
示

す
都
道
府
県
の
「
地
域
医
療
構

想
」
策
定
に
つ
い
て
質
問
し

た。
今
後
、
人
口
減
少
と
高
齢
化

本
医
何
回
開

E
矢
署
長
一
モ
戸
弓
匡

療
な
ど
の
受
け
皿
の
確
保
を
図

る
こ
と
は
重
要
」
と
の
見
解
を

示
し
、
「
医
療
と
介
護
の
連
携

体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
介
護
施
設
な

ど
へ
の
転
換
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
考
え
を
明
ら
か
に
し

た。

大
正
琴
の
演
奏
や
舞

踊
で
高
齢
者
励
ま
す

幸
の
風
ひ
ま
わ
り
会

松
阪
市
で
活
動

す
る
党
松
阪
支
部

の
党
員
ら
で
つ
く
る
「
嬉
野
富

士
演
劇
部
幸
の
風
ひ
ま
わ
り

会
」
(
川
合
多
喜
子
代
表
)
は
こ

の
ほ
ど
、
高
齢
者
施
設
「
山
ゆ
り

の
里
」
を
訪
ね
、
大
正
琴
の
演

日
l
E
E

努
広
一
灯
一
け
い
防
止
対
策
た
だ
す

吉
岡
美
智
子
議
員
は
、
働
く

女
性
が
妊
娠
や
出
産
を
理
由
に

退
職
を
迫
ら
れ
る
な
ど
不
当
な

扱
い
を
受
け
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

1

.
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
(
マ
タ
ハ
ラ
)

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

日
本
労
働
組
合
連
合
会
が
今

年
8
月
、
在
職
中
の

miω
代

の
女
性
を
対
象
に
行
っ
た
調
査

で、

mm
・
6
%が
マ
タ
ハ
ラ
被

害
を
受
け
た
と
答
え
た
こ
と
に

言
及
し
、
「
本
来
、
法
律
で
禁

大
分
県
議
会
で
吉
岡
議
員

吉岡議員

止
さ
れ
て
い
る
マ
タ
ハ
ラ
が
横

行
し
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
」
と
指
摘
。
そ
の
上

で
、
県
内
の
実
態
と
今
後
の
防

止
対
策
を
た
だ
し
た
。

西
山
英
将
・
商
工
労
働
部
長

は
、
マ
タ
ハ
ラ
の
相
談
件
数
に

つ
い
て
「
2
0
1
4年
度
は
6

件
、
日
年
度
は
4
件
受
け
て
い

る
」
と
報
告
。
相
談
で
き
ず
に

潜
在
し
て
い
る
事
案
も
多
い
と

考
え
ら
れ
る
と
し
て
、
「
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
て
、

マ
タ
ハ
ラ
防
止
に
努
め
て
い

く
」
と
答
え
た
。

奏
や
日
本
舞
踊
な
ど
で
入
所
者

を
温
か
く
励
ま
し
た
【
写
真
】
。

こ
の
目
、
メ
ン
バ
ー
は
懐
か

し
の
唱
歌
な
ど
を
大
正
琴
で
軽

快
に
演
奏
。
お
手
玉
を
使
い
な

が
ら
歌
詞
を
口
ず
さ
む
音
楽
療

法
も
行
っ
た
後
、
日
本
舞
踊
の

華
麗
な
舞
い
を
披
露
し
て
楽
し

い
時
聞
を
過
ご
し
た
。

公
明
党
の
山
本
節
市
議
も
参

加
し
、
高
齢
者
を
激
励
。
川
合

代
表
ら
が
「
次
回

も
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
。
お
元
気
で
」

と
温
か
く
声
を
掛

け
る
と
、
入
所
者

は
名
残
を
惜
し
ん

で
い
た
。

藤
井
静
仁
施
設

長
は
「
音
楽
は
入

所
者
を
元
気
に
す

活長
動年
での
地歩
長域道
ア貢清
?献掃

の
ほ
ど
、
都
市
計

画
道
路
・
十
三
高

槻
線
沿
い
の
歩
道

の
清
掃
活
動
を
行

っ
た
【
写
真
】
。

こ
れ
に
は
吉
田
支

部
長
も
参
加
し

た。。同
ク
ラ
ブ
は

「
地
域
を
き
れ
い

に
し
た
い
」
と
、

1
9
9
1年
に
結

成
。
以
来
、
毎
月

第
1
日
曜
日
の
午

前
9
時
か
ら
1
時

間
程
度
、
清
掃
活

動
を
行
っ
て
き

た
。
こ
の
目
、
党

一
員
ら
は
空
き
缶
や
、
た
ば
こ
の

一
吸
い
殻
、
落
ち
葉
な
ど
を
拾
い

一
集
め
た
。
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